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増減額 増減率

連結決算概要連結決算概要

単位：100万円

2015/9

実績 売上比

2016/9

実績 売上比

売 上 高

売 上 総 利 益

販 管 費

営 業 利 益

経 常 利 益

親会社株主に帰属
する四半期純利益

24,550

7,974

6,649

1,324

1,272

771

100.0％

32.5％

27.1％

5.4％

5.2％

3.1％

2.3％

13.2％

10.3％

31.1％

28.7％

63.5％

24,003

7,042

6,031

1,011

988

472

100.0％

29.3％

25.1％

4.2％

4.1％

2.0％

546

932

618

313

284

299

前年同期比
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FORVAL Corporation

連結決算推移① 売上高・営業利益・親会社株主に帰属する四半期純利益の推移連結決算推移① 売上高・営業利益・親会社株主に帰属する四半期純利益の推移

単位：100万円

増収・営業増益基調が継続
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連結決算推移② 売上高営業利益率の推移連結決算推移② 売上高営業利益率の推移

前年同期比1.2ポイント上昇
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セグメント別概況①セグメント別概況①

単位：100万円

フォーバルビジネスグループ

アイコンサービスが順調に拡大/ネットワークセキュリティ関連が好調

668
【8.1％】
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セグメント別概況②セグメント別概況②

フォーバルテレコムビジネスグループ

650
【10.3％】

光回線サービス・ＩＳＰが順調に拡大/印刷関連・保険関連が減少

単位：100万円
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セグメント別概況③セグメント別概況③

モバイルショップビジネスグループ

△372
【△7.1％】

携帯販売台数は前年同期比2.8％減少/オプション契約の増加により利益は増加

単位：100万円
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セグメント別概況④セグメント別概況④

単位：100万円

総合環境コンサルティングビジネスグループ

産業用システムが減少/

高付加価値の発電効率の高いシステムの販売が増えたことで利益率が改善し黒字化

△329
【△9.2％】
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セグメント別概況⑤セグメント別概況⑤

その他事業グループ（人材・教育分野）

単位：100万円

ＩＴ教育サービス事業関連が減少

△70
【△11.1％】
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販売費及び一般管理費販売費及び一般管理費

6,031

6,649

前年同期比 21【9.4％】

荷造費、広告宣伝費等の増加

販売費

前年同期比 292【7.2％】

社員に対する配分の増加

人件費

前年同期比 304【17.5％】

支払販売コミッション、地代家賃等の増加

経費

単位：100万円

売上総利益
13.2％増

営業利益
31.1％増

売上高販管費率は2ポイント上昇

前年同期比10.3％増
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財政状態財政状態

（百万円）
（借入金＋社債）

前年同期比27.7％減

予想以上の

ＩＳＰ受注による
販促費の資金
需要に対応

前年同期比5.1ポイント上昇
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2017/3期連結業績見通し2017/3期連結業績見通し
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業績進捗度業績進捗度

業績見通しに対する進捗度

13



FORVAL Corporation

2017/3期連結業績見通し2017/3期連結業績見通し

単位：100万円

2017/3期予想

実績 売上比

2016/3期

50,408 100.0％

2,379 4.7％

2,331 4.6％

1,351 2.7％

予想 売上比 前期比

52,500 100.0％
2,091
【4.2％】

2,450 4.7％
70

【3.0％】

2,450 4.7％
118

【5.1％】

1,400 2.7％
48

【3.6％】

売 上 高

営 業 利 益

経 常 利 益

親会社株主に帰属
す る当期純利益

53.00

15.50

54.95

15.50

1株当たり
当期純利益

配当金

単位：円
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フォーバルグループの成長戦略フォーバルグループの成長戦略
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ビジネスモデルの転換前後の業績推移ビジネスモデルの転換前後の業績推移

ハードの卸売り
アイコンサービスによる

コンサルティング業態へ

（百万円）（百万円）

転換期
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転換後のフォーバル転換後のフォーバル

企業経営そのものを支援し、

中小・中堅企業の利益に貢献する

「次世代経営コンサルタント」集団
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既
存
事
業

新
規
事
業

4分野

情報通信分野 海外分野

環境分野 人材・教育分野

次世代経営コンサルティング次世代経営コンサルティング

3手法

売上拡大 業務効率改善 リスク回避
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フォーバルのコアビジネスフォーバルのコアビジネス

次世代経営コンサルティングサービス

情報通信分野（国内） 海外分野

中小・中堅企業の利益に貢献する
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アイコンサービスアイコンサービス

各種メニュー

電
話
系

基本サービス

■経営のよろず相談サービス

■定期訪問＆通信技術を使った遠隔サポート

■パソコン・ネットワーク状態監視サービス

■各種アプリケーションの問合せサービス

■お客様専用サイト

パ
ソ
コ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系

コ
ピ
ー
系

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
パ
ッ
ド
系

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
系

個
人
情
報
管
理
系

経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
系
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アイコンサービスのＯＥＭ展開アイコンサービスのＯＥＭ展開

ＯＥＭによるアイコンサービスの拡大と販売チャネルの強化

差別化された

新しいビジネスモデルの

ノウハウ自体を提供

アイコンサービスの拡大

＆

販売チャネルの強化
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アイコンサービスの推移（件数）アイコンサービスの推移（件数）

アイコンは前年同期比7.6％増と順調に推移
ＯＥＭは前年同期比45.3％増

（件）

13,352

14,868

17,292

19,355

22,490

20,681

23,739

（件）
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アイコンサービスの推移（売上高）アイコンサービスの推移（売上高）

単位：百万円

前年同期比8.9％増と順調に推移
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（件）

今期から相談の質を追求

よろず経営相談の推移よろず経営相談の推移

（件）
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よろず経営相談の相談内容と満足度（上期）よろず経営相談の相談内容と満足度（上期）
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高い相関関係

（百万円）（百万円）

半期ベースのアイコンサービスと営業利益の推移半期ベースのアイコンサービスと営業利益の推移
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海外事業の取り組みと今後の見通し海外事業の取り組みと今後の見通し
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ASEAN進出支援体制の確立ASEAN進出支援体制の確立

④フォーバルベトナム
2011年現地法人設立 従業員27名

③フォーバルインドネシア
2011年現地法人設立 従業員13名

⑤フォーバルミャンマー
2012年駐在員事務所開設

2013年現地法人設立 従業員17名

②イーセキュリティサービス
2011年合弁会社設立 従業員42名

①フォーバルカンボジア
2010年現地法人設立 従業員68名

⑥フォーバルベトナム＜ハノイ＞
2012年支店開設 従業員12名

⑦ハネルソフトウェア
2013年出資 従業員166名

海外従業員
352名

2016年9月末現在

⑧ジャパニーズエスエムイーズ
デベロップメント

2015年合弁会社設立 従業員7名
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グローバルアイコンサービスグローバルアイコンサービス

進出後

stage

進出前

stage

トータルサポート

海外進出
FS支援

現地法人
設立支援

人材支援

OA・NW
ITサポート

■OA・NWのIT環境サポート
■アイコンサービス

■現地スタッフ教育・研修支援
■現地スタッフ採用支援

■工場用地・オフィス・駐在員住居選定支援
■法人登記・各種ライセンス申請登録支援
■内装・什器・OA・NW環境構築支援

■現地視察ツアー同行
■現地調査・マーケティングリサーチ
■レンタルオフィス提供

情報提供
■セミナー
■紙面＆WEBの活用

バック
オフィス
業務支援

■会社規定・就業規則等作成支援
■経理・総務等業務支援
■セールスプロモーション支援
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ベトナムのレンタル工場①ベトナムのレンタル工場①
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ベトナムのレンタル工場②ベトナムのレンタル工場②

※5月11日付け【The Daily NNAベトナム版】

「この記事は、共同通信の子会社でアジアの経済ニュースを配信
する株式会社エヌ・エヌ・エー（ＮＮＡ）http://www.nna.jp/ から
提供を受けました。」
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1296 M2

第　4　工場

288M2

288M2

569M2
192M2

576 M2 768 M2

768 M2

648  M2

第　３　工場 第　２　工場 第　1　工場

648M2

1.296M2

1,944  M2

3.240M2

648  M2

648  M2

2,900M2
2,688M2

1.944 M2

1.296M2

288M2

288M2

1.152M2

648  M2

2.304 M2

576M2

1.296 M2 768 M2
512 M2

1296 M2

ベトナムのレンタル工場③ベトナムのレンタル工場③

第１～３工場は建設済み

第4工場建設中

その他の工場は今後建設予定

第10工場まで建設予定

※色付きの区画は契約済み
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①

①

①①

①
①

①

①

③ ① ①

③

②

④

ベトナム

レンタル工場

予約枠100区画

①

33金融機関＋４税理士法人等

①

②

顧客獲得のためのアライアンス戦略顧客獲得のためのアライアンス戦略

①
①

①

①

①①

①

①

① ①

①
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インドネシアのレンタル工場インドネシアのレンタル工場

※オレンジの区画は契約済み

34



FORVAL Corporation

『人材育成による地域社会への貢献』

職業訓練校 日系企業

教師派遣

カリキュラム作成

卒業生登録 人材紹介

寄附

ＭＯＵ

CIESFと連携した人材採用支援CIESFと連携した人材採用支援

ベトナム バリア-ブンタウ省
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『日系企業の社員研修の受託』

ＣＢＴＣ
日系企業

社員教育

寄附

カンボジア労働訓練省
ＭＯＵ

受託

社員教育

CIESFと連携した人材開発支援CIESFと連携した人材開発支援

社員研修の実績 ： カンボジア 延べ 55社 延べ 1,403名
ベトナム 延べ 75社 延べ 1,061名
インドネシア 延べ182社 延べ 932名
ミャンマー 延べ124社 延べ 2,194名

合計
延べ436社
延べ5,590名
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E SECURITY SERVICIESのセキュリティシステム概要E SECURITY SERVICIESのセキュリティシステム概要

中央管制センター

侵入者

火災

異常信号

急行部隊

警察

カンボジア内務省国家警察本部

警察署
警察署

警察署
警察署

警察署
警察署

警察署
警察署

緊急連絡

カンボジア内務省

国家警察本部と

10年間のMOU締結

Magnet
Sensor

Strobe Light

Network Camera

Smoke/Heat 
Sensor

Emergency Button

Passive
Sensor Access Controller

Magnet
Sensor

S

S

S

S

急行部隊
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（社数）

セキュリティサービスの契約社数推移セキュリティサービスの契約社数推移

前年同期比30.9％増
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海外事業の売上高推移海外事業の売上高推移

単位：100万円

前年同期比5.5％減
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※ 海外関連の売上で連結売上高には取り込んでいない数値も含みます
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将来の見通しに関する記述についてのご注意

本プレゼンテーション資料に掲載されている弊社の計画、目標、方針、戦略、

判断、財務的予測、将来の数値・金額などのうち、歴史的事実でないものは弊

社に関わる将来の見通しに関する記述であり、弊社の経営陣が現在入手可能

な情報に基づく予測、想定、認識、評価、判断、前提（仮定）等を基礎としてい

ます。これらの実現については、様々な要素の潜在的リスクや不確実性を含ん

でいます。

なお、本プレゼンテーション資料は投資勧誘を目的としたものではありません。

投資に関する決定は、利用者ご自身の判断において行われますようお願い申し

上げます。
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